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 第 365号 
2025年 12月 1日 教育研究所だより 東雲 12月 

12月の主な予定 

１ 月 
指導講師検討会～12/5 

琉球舞踊クラブ⑤ 

2 火 
教育相談～12/4（しののめ） 

沖縄県教育支援センター担当者連絡会 

3 水 沖縄県教育支援センター体験活動交流会(しののめ) 

5 金 幼児教育自主参加講座③ 

11 木 
チャレンジ登校～12/25(しののめ) 

スタッフ会議（しののめ） 

12 金 地区支援教室合同科学実験教室（しののめ） 

15 月 所内検討会(指導案) 

16 火  ミーティング② 

19 金 年末大清掃 

25 木 スタッフ会議（しののめ） 

26 金 仕事納め 

 

 「おもしろい、動く製作遊び」～発達を踏まえた製

作の援助・留意点について～をテーマに、沖縄女子短

期大学の玉城哲人准教授を講師に招き、幼児教育に携

わる方を対象にした自主参加講座を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者感想】 

〇「子ども達が楽しむことを１番」に保育士がどこま

で援助・サポートするか考える機会になりました。 

〇これまでこどもに製作過程を丁寧に説明することを

心がけていましたが、状況によっては子どもにやっ

てもらって失敗や難しさを感じてもらい、保育士か

らヒントを与えることも大事だとわかりました。 

〇子どもには難しいと思って避けていたことも、子ど

もたちの可能性を広げるためにも出来ないと決めつ

けずに挑戦させていきたいです。 

 後期研究員は、研究テーマ・テーマ設定理由を作成

中です。先行研究から自身の研究に合う理論を探し、

論文の骨組みを構築しています。所内では毎月の検討

会を重ね、１月に検証授業を行い、３月の研究報告会

で発表します。研究員同士の話 

し合いや指導講師のアドバイス、 

所内検討会を通して研究構想の 

練り込みを進めています。 

 今年度、大里中学校(足立克枝校長)に島尻教育ＤＸ

推進校として委嘱し、ＤＸ実践をスタートしました。

「一人の百歩より、百人の一歩」を合い言葉に、学校

全体で出来ることを少しずつ推進しています。11月

26日(水)の公開授業では、授業におけるＤＸ実践や

校務ＤＸの取組を紹介していました。授業後の研究会

では、文部科学省 学校ＤＸ戦略アドバイザーの大城

智紀先生より「子ども達の将来を見通してデジタル活

用は必須」等の講話をいただきました。 

本事業を通して島尻地区全体の教育ＤＸがさらに進

展し、各学校で「子どもを主語にした」授業展開が行

われることを期待いたします。 

島尻教育ＤＸ推進公開授業 

幼児教育自主参加講座② 

♫きゆぬふくらしゃや なうにじゃなたてぃる 

    つぃぶでぃうる花ぬ つゆちゃたぐとぅ♪ 

 後期研究員は、研究の合間にクラブ活動として全５

回の琉球舞踊のお稽古を受講します。講師の宮城伸子

先生に「かぎやで風」の歌詞やその意味、所作を教え

ていただき、踊りをひとつひとつ習得していきます。 

＜参加者感想＞ 

〇ＩＣＴ機器を授業で使っていくためには、ルールの

徹底が大切だと感じました。子ども達に使わせるた

めにも、まずは先生方から使っていく必要があると

感じました。 

〇今日紹介してもらったＤＸ推進の取組を、自校に持

ち帰り、校務や教科で活用したいと思います。 

所内検討会 


